
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① にこにこ先生の全国行脚教育情報 
② マンスリーセミナーへの参加 
③ 先進的教育実践に取り組む若手実践家のセミナーへの参加 
④ おすすめ教育関連書籍紹介 
⑤ くうラボ主催セミナーへの優待参加 

など、次々に新しい企画が誕生しています。 

新書１冊程度の価格『１５００円／月』 
５分でできる国語教材研究動画が１００本以上 

大学 
教育委員会 
教育センター 
小・中学校 
高等学校 
PTA など 

児童・生徒・学生 
教員 
教育行政関係者 
保護者 など 

○全国学力・・学習状況調査国語記述問題に対応するための５％の授業改善 
○子どもの自尊感情を高める基礎的読解力を伸ばす指導法 
○物語文を構造的に読みとる「図読法」 
○学力向上に向けた授業のあり方や教師の授業力向上のあり方 
○大学共通テスト国語（実用文）の読解指導（高等学校） 
○探究的な学び方を実現する授業づくり 
○情報活用能力を育成する授業 

教授法創造研究所 
代表 椿原正和 
tsubakihara.masakazu@toss2.com 
〒860-0004 
熊本市中央区新町４丁目 1-13-301 
https://www.coutsubakihara.com/ 
 

講師依頼について 

研修対象機関 研修対象者 お問合せ 

研修テーマ例 

くうラボ（にこにこ先生の教授法創造研究所） 

共に学べる教育実践 

全国学力・学習状況調査（国語）記述問題 / オンライン授業の指導法 
情報読解能力の育成 / 構造的読解指導 / 若手教師の授業力向上 / PTA 研修会 

教授法創造研究所 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

変化の激しい時代を⽣きる⼦どもたちの情報活⽤能⼒を伸ばす。   〈５％の授業改善〉を実際の授業を通して、お伝えしています。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆日本教育新聞（2020/03/23 付） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教授法創造研究所は、たゆまぬ改善と安定した 
指導体制を構築し、国内の教育に貢献してきまし 
た。児童生徒や教員の皆様が、主体的に学習に取 
り組んだり、指導をしたりする環境づくりを手助 
けし、その中で新たな価値を創造することを目標 
にしています。 
予測不可能な社会と言われる Society5.0 へと 

進む現在、児童生徒を取り巻く状況は昭和・平成 
時代と比較しても、急速に変化する時代へと進行 
しています。この変化へ対応していく鍵となるのが、個々の主体性です。 
私たちは、主体性を大切にした基礎的読解力指導法などを開発し、国内外の教育

が更に発展するよう、日々研究しています。より良い教育を児童生徒に提供したい
という高い志を持った方と共に働けることを心待ちにしています。 

代表 椿原正和（Masakazu Tsubakihara） 
 
 
 
1962 年、熊本県生まれ。 
熊本の公立学校教員として教壇に立つ。 
教員をしながら国語実践を中心に全国で講演活動や飛び込み授業を実施。 
58 歳で NPO を設立と同時に早期退職。 
退職と同時に、新型コロナウイルス拡大により緊急事態宣言が発出。 
全ての講演活動などがキャンセルとなったが、全国でもいち早く 300 名の小学生
児童を対象にオンライン授業を展開。 
「にこにこ先生」と呼ばれ、子どもたちや家庭を対象にオンラインを通して授業や
講演を実施している。 
【アドバイザー】 
・宮城県白石市（2020〜） 
・熊本県球磨郡相良村（2024〜） 
・広島県広島市伴小学校（2025〜） 
・愛媛県宇和島市立高光小学校（2025〜） 
【指導法開発】 
・４つの作業による「全国学力・学習状況調査記述問題指導法」 
・物語文の構造的な読解指導法である「図読法」（商標登録） 
・情報社会で必須の説明文の読解指導法である「読解スキル７」 
【著書】 
『椿原流使いで早わかり国語授業１』 
『国語教科書の読解力は「図読法」でつける』 
『ドキュメント！オンライン国語授業：見方・考え方・つくり方』 
（学芸みらい社）他多数 
【教材開発】 
作業でらくらく答え方スキル（正進社） 
 
 

時代の変化に対応する「主体性」 
 
 

代表 プロフィール 
 
 

本指導法は、児童生徒に右の「４つの作業」を基本
とした全国学力・学習状況調査などの国語科記述式
問題を解くための考え方を教える指導法です。 
小学校学習指導要領（国,5.6「情報」）に紹介され

ている「丸で囲む」「線でむすぶ」を使って記述式問
題を解きます。 

指導法１：全国学力・学習状況調査 記述問題 指導法 
 

◆４つの作業 
作業① 丸でかこむ 
作業② 線でむすぶ 
作業③ エアーライン 
作業④ ＋α（題名・重要語句） 

指導法２：物語文が知的に楽しくなる『図読法』 
 
図読法は、物語文の登場人物の行動や感情を図
示することにより、場面描写やクライマックス・
主題などの読み取りを行う指導法です。 
国語に苦手意識を持っていたり、発達障害を持

つ児童生徒にも有効であることが実践ベースで
確認されています。 
小学校での物語文指導だけでなく、中学校・高
等学校での国語指導、特別支援学級での学習でも
実践が広がっています。 
 

堀田龍也氏からのメッセージ 
 

図読法をはじめとした国語科に関する様々な指導法の確立により、 

子どもも教師も分かる国語科の授業を提案し、全国に発信し続けています。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


